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選択した区分によって、この後の入力項目が自動的に
切り替わります。

郵便番号を入力する
と市区町村までが
自動入力されます。
以降の番地・建物名
を続けて入力してく
ださい。



大分類を選択すると、中分類の選択肢が表示されます。
自社の主な事業に最も近いものを選んでください。

今回の補助金でPC等を
購入する予定の人数
（補助金算出の対象人
数）ではなく、
会社全体の全従業員数
を記載してください。



導入するツールが備えてい
る機能を選択してください
（複数選択可）。該当がな
い場合は『その他』に直接
入力いただけます。

なぜ今AIを導入する必要があるのか、現状の人手不足や業務の非効率な
点を具体的に記載してください。

「導入したツールを具体的にどのように業務で使用するかを
記載してください。
（例：AIによる需要予測に基づき、毎朝の仕発注業務を自動化する等）



補助上限額およびハードウェアの購入上限台数の基準となる人数を入力
します。ここで入力した合計人数に基づき、『15万円× 人数（最大300
万円）』の補助上限が決定されます

導入するAIツールを、どのような機器（PC、サーバー、タブレット、AI
連動機械等）で運用するのか、その構成を具体的に記載してください。
特にパソコン等の台数を申請する場合は、『誰が・どのような業務で』
そのAIを利用するために必要なのかを明記してください。

AI導入によって期待される省力化や、生産性向上について記載してくだ
さい。
『月〇〇時間の事務作業削減』や『売上〇％向上』といった、可能な限
り具体的な『定量的な目標数値』を盛り込むように努めてください。



入力した経費合計の
3/4と、従業員数によ
る上限額を比較し、低
い方の金額が自動計算
されます（千円未満切
り捨て）。
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複数ファイルを添付す
る必要がある場合、入
力枠を追加し、入力く

ださい



一つの項目に対して
複数のファイルを添
付したい場合は、こ
のボタンで入力枠を
増やしてアップロー
ドしてください。
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